
式   辞 

 

心地よい陽の光に雪解けの水が照らされ、やわらかい風の中に春の

訪れの近さが感じられるようになりました。 

 本日、このよき日に、ＰＴＡ会長 様をはじめ、多くのご来賓の皆

様にご臨席を賜り、また、保護者・ご家族の皆様のご列席のもと、市

立札幌清田高等学校第 48 回卒業式を挙行できますことは大きな喜び

であり、職員を代表し、厚くお礼申し上げます。 

只今、卒業証書を授与いたしましたに 236 名の皆さん、卒業おめで

とうございます。いま、皆さんの胸中は、卒業の喜びと、今後の生活

に向けての大きな期待に満ちていることと思います。皆さんの晴れの

門出を、在校生、職員一同、心からお祝い申し上げます。 

 本校の伝統あるよき校風と創立から不易である「学校教育の目標」

に支えられた、本校のアイデンティティが、皆さんの諸先輩や職員、

本校へご支援いただいている多くの皆様によって紡がれています。 

「学校教育の目標」は、 

「すべてのことに、なぜと問い、きわめ確かめる生徒であれ」 

「なにごとにも、なおもっと、と立ち向かう生徒であれ」 

「心身ともに健康な、たくましい体力を目指す生徒であれ」 

「美しいもの、崇高なもの、に深く感動する生徒であれ」 です。 

第 48 期生の皆さんが、本校のアイデンティティをともに紡いだ一

員、そして仲間として、本校から送り出すことができますことを大変

うれしく、誇らしく感じているところです。 

 シンガーソングライターの KAN さんが、1997 年に発表した楽曲に

「Songwriter」があります。 



「I’m songwriter／何のあてもなく／迎えるべき運命に言葉送り

たいのです」 

「問いかけよ問い／道わかれ／されど問う」 

「遠い／あの雲のむこうに／そう／広がるべき未来の景色／未だ

見えず」 

「繰り返す表現のみが唯一存在の意義です」 

ここに登場する「Songwriter」とは、もちろん皆さん一人一人です。

これからの時代を担いながら、ひたむきに未来へと走る。そこに訪れ

る「分れ道」で、「広がるべき未来の景色」を見るために、「どんな問

いかけを」を自分自身に「送る」のでしょうか。 

見えない答えを見るために、転んだり、叫んだりすることもあるで

しょう。悔しくも、苦しくもある人生の中で、それを乗り越え、ひた

むきに「なおもっと」と立ち向かう姿勢が、皆さんの唯一の存在意義

になるものだと思います。 

３年間の学校生活で得られた、皆さん自身の想いをもって、「広が

るべき未来の景色」をイメージしてほしい。様々な出会いを大切に「深

く感動」してほしい。「なおもっと」とさわやかに希求してほしいと

願っています。 

そのことが「自立した札幌人」という「札幌市の教育が目指す人間

像」につながるものだと思います。 

さて、保護者・ご家族の皆様、改めましてお子様のご卒業おめでと

うございます。心からお祝い申し上げます。保護者の皆様には、本校

の教育活動にご理解とご協力を賜りましたこと、厚くお礼を申し上げ

ます。お子様は卒業されますが、どうか本校と今後とも末永くご縁を

いただきますようお願い申し上げます。 



 結びとなりますが、本日、晴れてこの卒業式を迎えられました皆さ

んの今後に幸多からんことを祈念し、式辞といたします。 
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